
「静岡県立裾野高等学校 創立120周年記念式典」が、

１０月２日(水)本校体育館にて挙行されました。

挑戦･変化!!
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“地域に貢献できる人材の育成”を目指す

創立120周年記念事業

裾野高校

10月２日(水) 基礎力診断テスト
創立120周年記念式典

  ９日(水) 交通教室
裾野高・沼工合同説明会

 15日(火)～17日(木) 中間テスト

10・11月 の 予 定

ホームページが
新しくなりました

式典には裾野市長をはじめ、
歴代校長や近隣の高校・中学
校長など、多くのご来賓の方々
のご臨席を賜り、厳かに行われ
ました。

田代直彦校長は「現代の社
会には様々な問題が存在する
が、それを自分事と捉え、それ
に向かい合う力を蓄えて、裾野
市及び駿東地区の発展に寄与

創立120周年記念式典

11月１日(金) クロスカントリー大会
2日(土) 記述模試(1・2年生)

  ９日(土) オープンスクール
 10日(日) 全商ビジネス計算実務検定

11日(月) 代休
 28日(木)～ 2年生期末テスト

1903年 「佐野農業補習学校」
（小泉村外3ヶ村学校組
 合立）として小泉村佐
野西原に創立

1921年 「静岡県佐野実業学
校」（乙種）となる

1941年 甲種昇格認可
1942年 校地移転（現在地）

裾野高校おもな沿革

1945年 国民学校初等科修了者入学５か年制認可
1948年 新制中学校併設。 県立移管とともに

「静岡県立沼津農業高等学校佐野教場」となる
1953年 静岡県立裾野高等学校として独立

 全日制課程(普・農・家)、定時制課程を設置
1963年 第1学年入学生から普通科と商業科に改編
2005年 第1学年入学生から総合学科へ改編
※ 昨年度までに１万８千人以上の卒業生を輩出

することが本校の使命」と式辞を述ベました。
来賓を代表して村田悠裾野市長は、「裾野高校は

長い歴史の中で、地域社会に貢献する多くの卒業
生を輩出してきました。これからの裾野高校には、変
化を恐れず、常に挑戦する力を育み、地域に根差し
たきめ細やかな教育を期待する」と祝辞を述べられ
ました。

たり良好の格技場側にはウッドデッキを設置し、休
み時間には生徒たちの憩いの場となっています。

今回の造園によって、裾野高校には３つの「庭園」
が存在することとなりました。ひとつは正面玄関前に
ある「創立70周年記念庭園」。この庭園は３年の年
月を要して造られた手作りの庭園です。後援会、校

創立120周年を記念し
て、体育館と格技場の
間を整備し庭園を造りま
した。中央にファイゴン
を配したモニュメントは、
裾野高校総合学科の５
系列を表す風船が描か
れています。また、陽当

友会、PTA、教員、生徒、
それに自衛隊の方々のボ
ランティアによってつくら
れました。裾野高校の象
徴ともいうべき庭園です。
もうひとつは体育館南側
にある「第46回卒業記念 「創立70周年記念庭園」

庭園」です。平成５年度卒業
生が、やはり手作りで造りま
した。

これらの庭園は「緑化作
業」という伝統行事によって、
生徒自らの手で大切に守ら
れています。「第46回卒業記念庭園」

「創立120周年記念庭園」
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